
　

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
、

非
自
発
的
な
理
由
に
よ
っ
て
離
職
さ

れ
た
人
の
国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減

す
る
制
度
が
、
平
成
22
年
４
月
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
者

・ 

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職

さ
れ
た
人

・ 

雇
用
保
険
の
「
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職

者
）
」
、
「
特
定
理
由
離
職
者

（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職

者
）
」

・ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
交
付
し
た
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
（
離
職

コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、

31
、
32
、
33
、
34
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
て
い
る
こ
と
）
を
お
持
ち

の
人

・
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

※ 

「
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者

証
」
や
「
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給

資
格
者
証
」
を
お
持
ち
の
人
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

軽
減
内
容　

非
自
発
的
失
業
者
本
人

の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の

30
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
を
算
定

し
ま
す
。

※ 

前
年
中
の
所
得
が
確
定
し
て
い
な

い
場
合
は
軽
減
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
告
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
税

務
署
へ
の
確
定
申
告
書
の
提
出
、
ま

　

平
成
23
・
24
年
度
に
本
市
が
行
う

建
設
工
事
・
委
託
業
務
の
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
事
業
者
の
指
名
願
受

付
を
行
い
ま
す
。

　

提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

①
菊
池
市
内
業
者

　

２
月
１
日
（
火
）

　

〜
２
月
10
日
（
木
）

②
菊
池
市
外
業
者

　

２
月
22
日
（
火
）

　

〜
３
月
11
日
（
金
）

※
土
日
、
祝
祭
日
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
監
理
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
１
１
１

　

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
６
日
（
日
）

と
こ
ろ　

孔
子
公
園
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル

※
旧
泗
水
町
管
内
の
９
区
間

申
込
方
法　

１
月
21
日
（
金
）
ま
で

に
、
泗
水
分
室
教
育
課
ま
で
所
定
の

用
紙
に
参
加
費
５
、
０
０
０
円
（
小
・

中
学
校
３
、
０
０
０
円
）
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

教
育
委
員
会
泗
水
分
室
教
育
課

　

☎
０
９
６
８
（
38
）
２
２
５
８

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
の
新
規
就

農
支
援
研
修
は
、
こ
れ
か
ら
県
内
で

新
た
に
農
業
を
担
う
人
た
ち
が
基
礎

的
な
農
業
技
術
を
体
系
的
に
学
ぶ
た

め
の
研
修
で
す
。

実
施
期
間　

４
月
11
日(

月)

　
　
　
　
　

〜
12
月
９
日(

金)

※ 

11
月
に
は
、
日
帰
り
の
農
家
派
遣

研
修
が
18
日
間
あ
り
ま
す
。

受
講
日　

月
・
金
、
火
・
金
の
２
日

　

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
４
時
20
分

   

受
講
日
：
毎
週

募
集
人
数　

60
人
程
度

出
願
資
格

　

県
内
で
農
業
を
始
め
て
間
も
な
い

人
や
、
こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
人
で
、
本
格
的
な
農
業
を
目

指
す
63
歳
以
下
の
人

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
文
学
な
ど
を
学
べ
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限　

２
月
28
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０

研
修
内
容

・ 

栽
培
に
関
す
る
基
礎
技
術
の
講
義

お
よ
び
実
習

・ 

経
営
者
と
し
て
必
要
な
知
識
技
術

に
関
す
る
特
別
講
義
な
ど

・
農
家
派
遣
実
習

受
講
料　

無
料

※ 

た
だ
し
教
科
書
、
資
料
代
な
ど
は

受
講
生
の
実
費
負
担
で
す
。

出
願
方
法

　

農
業
大
学
校
ま
た
は
各
地
域
振
興

局
に
あ
る
受
講
願
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

出
願
期
間　

１
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
２
月
10
日
（
木
）

受
講
者
の
選
考　

書
類
審
査
お
よ
び

面
接
で
選
考
し
、
結
果
は
３
月
上
旬

に
出
願
者
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
（
研
修
部
）

　

☎
０
９
６
（
２
４
８
）
１
１
８
８

た
は
市
へ
の
市
県
民
税
申
告
書
の
提

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軽
減
期
間　

離
職
日
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度

の
翌
年
度
末
ま
で
。

（
例
え
ば
、
平
成
23
年
３
月
31
日
に

離
職
さ
れ
た
場
合
、
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
）

※ 

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な

ど
、
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る

と
終
了
し
ま
す
。

※ 

平
成
21
年
３
月
31
日
か
ら
平
成
22

　 
年
３
月
30
日
ま
で
に
離
職
さ
れ
た

人
は
、
平
成
22
年
度
の
み
国
民
健

　

康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

（
平
成
22
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険

　

税
か
ら
適
用
と
な
る
た
め
、
平
成

　

21
年
度
分
は
適
用
外
）

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
６

　

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
に
認
定

さ
れ
た
高
齢
者
の
人
な
ど
が
、
所
得

税
の
確
定
申
告
や
市
県
民
税
の
申
告

の
際
に
、
税
控
除
を
受
け
る
た
め
の

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

○
障
害
者
控
除

対
象
者　

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
、

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
認
定

（
１
〜
５
）
を
受
け
た
65
歳
以
上
で
、

認
定
調
査
な
ど
に
よ
り
対
応
表
の

「
日
常
生
活
自
立
判
定
基
準
」
に
該

当
す
る
人
。
な
お
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
〜
６
級
、
精
神
障
害
者
保
険
手

帳
１
〜
３
級
お
よ
び
療
育
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
は
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法　

市
役
所
窓
口
に
あ
る
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
に
記

入
・
押
印
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

さ
い
。

控
除
額

・
所
得
税
の
障
害
者
控
除

　

納
税
者
自
身
ま
た
は
控
除
対
象
配

偶
者
や
扶
養
親
族
が
所
得
税
法
上
の

障
害
者
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
は
、

一
定
の
金
額
の
所
得
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
控
除
で
き
る
金

額
は
障
害
者
一
人
に
つ
き
27
万
円
で

す
。
ま
た
、
特
別
障
害
者
（
１
級
・

２
級
）
に
該
当
す
る
場
合
は
40
万
円

に
な
り
ま
す
。

・
住
民
税
の
障
害
者
控
除

　

所
得
税
と
同
じ
条
件
で
次
の
と
お

り
控
除
さ
れ
ま
す
。
障
害
者
一
人
に

つ
い
て
26
万
円
。
ま
た
、
特
別
障
害

（
１
級
・
２
級
）
に
該
当
す
る
場
合

は
30
万
円
で
す
。
ま
た
、
合
計
所
得

が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
、
住
民

税
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　

要
介
護
に
認
定
さ
れ
た
、
お
む
つ

代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２

年
目
以
降
の
人
の
場
合
、
平
成
22
年

中
に
作
成
さ
れ
た
日
付
・
寝
た
き
り

度
・
尿
失
禁
の
有
無
が
記
載
さ
れ
た

主
治
医
意
見
書
を
確
認
し
て
確
認
書

を
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
介
護
保
険
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
５

　

菊
池
広
域
連
合
が
平
成
23
・
24
年

度
に
実
施
す
る
工
事
・
委
託
業
務
・

物
品
そ
の
他
役
務
の
提
供
に
か
か
わ

る
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

参
加
資
格
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
郵
送
で
の
提
出
も
可
能
で
す
。

提
出
要
領
は
、
菊
池
広
域
連
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

提
出
期
間　

２
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
２
月
28
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
広
域
連
合
総
務
課

　

☎
０
９
６
８
（
38
）
０
１
７
１

　

一
人
暮
ら
し
な
ど
で
支
援
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人
に
、
用

具
の
給
付
や
貸
与
、
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
負
担
額
や
対
象
者
な
ど
、

詳
し
い
内
容
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

生
き
が
い
推
進
課
高
齢
福
祉
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
５

　

各
総
合
支
所
民
生
課

防犯の 問い合わせ先　菊池警察署
　　 ☎0968（24）0110窓

書斎独居
松本隆子
期間：１月18日（火）～１月30日（日）
書斎に一人籠って、黙々と書道に明け暮れ
ました。その時々に感じた四季折々を、書
の中に見てとれたらと思います。

第６回夫婦の手紙・絵手紙展
期間：平成22年11月22日（月）～１月30日（日）
県内を始め、九州各県や関東地方から手紙部門に37点、
絵手紙部門に295点の応募があった作品を展示します。

開館時間
　午前９時
　～午後５時30分
１月１日～３日の
開館時間
　１日（祝）
　午前10時～午後３時
　２日（日）、３日（月）
　午前10時～午後４時

「未来を見つめる会」障がいを有する方々の作品展
期間：１月12日（水）
　　　～１月30日（日）

１月10日（祝）は110番の日
　110番通報は緊急時の通報電話です。皆さんから寄せ
られる110番通報は、事件・事故の早期解決のために大き
な役割を持っています。110番通報をするときは、「いつ」
「どこで」「何が起こっている」などといった情報を、落ち
ついて話してください。
　安全・安心な菊池市づくりにご協力をお願いします。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報

わいふ一番館だより
問い合わせ先
わいふ一番館　☎0968（24）6630

国
民
健
康
保
険
税
の
非
自
発

的
失
業
者
に
対
す
る
軽
減

一
般
競
争
参
加
資
格
申
請
書

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

ご
存
知
で
す
か
？

高
齢
者
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
要
介
護
認
定
高
齢

者
の
障
害
者
控
除
・
お
む
つ

代
医
療
費
控
除

平
成
23
・
24
年
度
指
名
願

（
建
設
工
事
・
委
託
業
務
）

の
受
付
を
行
い
ま
す

区分 認定調査結果
（認知性度）

認定調査結果
（寝たきり度）

障害者 Ⅲａ　　Ⅲｂ B１　　B２

特別障害者 Ⅳ　　　M C１　　C２

※ 判断基準は、障害老人の日常生活自立度
判定基準、認知症である老人の日常生活
自立度判定基準に基づきます。

サービス名称 対象者

緊急通報装置
（緊急時にボタンを押し連絡を行う装置） 装置の必要性が認められる人

電磁調理器（ＩＨ） 心身機能の低下により防火などの
配慮が必要な人

火災警報器
低所得の寝たきりなどの人

自動消火器

老人用電話 低所得の人

住宅改造助成事業 在宅の要介護認定を受けた人がいる世帯で
前年度所得税課税年額７万円以下の世帯

募
集

泗
水
町
内
一
周
駅
伝
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

新
規
就
農
支
援
研
修
生
募
集

放
送
大
学
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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